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は
じ
め
に

　「
高
野
聖

）
1
（

」
（
『
新
小
説
』
明
治
33
・
2
）
研
究
に
お
い
て
は
様
々
な
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
中
で
も
素
材
論
に

は
従
来
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
作
品
成
立
に
関
わ
る
重
要
な
素
材
と
し
て
諸
氏
に
言
及
さ
れ
て
き
た

）
2
（

の
が
『
金
驢
譚
』
（
『
郵
便

報
知
新
聞
』
明
治
20
・
1
・
18
～
2
・
2
）
と
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
（
『
全
世
界
一
大
奇
書
』
明
治
16
年
初
刊
）
で
あ
り
、
特
に
『
金

驢
譚
』
は
「
高
野
聖
」
の
〈
孤ひ

と
つ
や家

の
婦を

ん

な人
〉
の
系
譜
に
連
な
る
「
白
鬼
女
物
語
」
（
成
立
年
代
に
諸
説
あ
り
、
明
治
二
十
八
～
九
年
頃
の
成

立
か
）
や
「
蝙
蝠
物
語
」
（
『
新
文
壇
』
明
治
29
・
3
、
5
、
6
）
の
原
点
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
東
郷
克
美
氏
が
「
孤
家
の
女
は
母
性
と
魔
性
、
俗
と
聖
と
い
う
両
義
性
を
も
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
る

）
3
（

通
り
、
「
高
野
聖
」
の
美
女

が
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
も
諸
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
や
定
説
化
し
た
と
ら
え
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
義
性
の
内

実
は
論
者
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
も
の
の
、
大
き
く
は
東
郷
氏
の
い
う
「
母
性
と
魔
性
、
俗
と
聖
」
を
両
極
に
持
つ
も
の
と
考
え
て
問
題

女
子
大
國
お
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は
な
い
だ
ろ
う

）
4
（

。

　
右
の
『
金
驢
譚
』
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
も
、
特
に
〈
婦を

ん

な人
〉
の
「
魔
性
」
の
形
象
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対

極
と
も
い
え
る
女
の
「
母
性
」
に
関
し
て
は
そ
の
具
体
的
な
典
拠
は
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
「
観
音
力
」
や
「
玄
牝
的
世
界

）
5
（

」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
の
内
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
「
母
性
」
な
る
も
の
に
殊
更
典
拠
を
求
め
る
必
要
性

な
ど
な
い
と
も
言
え
る
が
、
女
の
両
義
性
が
「
『
八
犬
伝
』
の
伏
姫
神
女
や
、
謡
曲
『
山
姥
』
や
、
江
戸
期
草
双
紙
・
合
巻
の
絵
や
、
浅
野

川
べ
り
の
女
芸
人
の
媚
態
や
、
幼
少
時
に
聞
い
た
フ
ォ
ク
ロ
ア
や
、
外
国
種
の
奇
談
や
、
自
己
の
習
作
『
白
鬼
女
物
語
』
ま
で
含
め
た
、

多
く
の
イ
メ
ー
ジ
・
こ
と
ば

）
6
（

」
と
い
っ
た
豊
か
な
土
壌
の
も
と
に
形
象
化
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
女
の
「
魔
性
」
の
形

象
に
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
感
が
否
め
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
〈
白ば

痴か

〉
の
存
在
も
「
夫
で
あ
り
つ
つ
、
子
の
役
割
も
演
じ
て
い

る
）
7
（

」
と
い
っ
た
よ
う
な
〈
婦
人
〉
と
の
関
係
性
か
ら
の
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
り
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
く
造
型
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

　
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
〈
孤
家
の
婦
人
〉
〈
白
痴
〉
な
ど
の
人
物
像
に
影
響
を
与
え
、
「
高
野
聖
」
全
体
の
プ
ロ
ッ
ト
に
も
関
わ
る
具
体
的

な
先
行
文
芸
と
し
て
、
米
国
の
作
家
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
作
（
内
田
魯
庵
訳
）
の
「
孤ひ

と
つ
や屋

」
（
原
題“M

iggles”

）
を
取
り
上
げ
る
。
本
作

は
魯
庵
の
翻
訳
短
篇
集
『

鳥
ち
よ
う

留
り
ゆ
う

好こ
う

語ご

』
（
明
治
26
・
9 

警
醒
社

）
8
（

）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
以
下
「
孤
屋
」
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　（
一
）

　
始
め
に
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
（B

ret H
arte, 1836-1902

）
の
略
歴
と
作
風
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く

）
9
（

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま
れ
、

十
八
歳
の
時
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
住
し
様
々
な
職
業
を
経
た
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
入
る
。
一
八
六
八
年
に
雑
誌
『
オ
ー
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ヴ
ァ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ン
ス
リ
ー
』
創
刊
と
と
も
に
初
代
編
集
長
と
な
り
、
同
誌
に
発
表
し
た
「
ロ
ア
リ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
の
ラ
ッ
ク
」
が

絶
大
な
人
気
を
得
て
一
躍
有
名
作
家
と
な
る
。
続
い
て
「
ポ
ー
カ
ー
・
フ
ラ
ッ
ト
の
宿
無
し
」
「
テ
ネ
シ
ー
の
相
棒
」
と
い
っ
た
代
表
的
な

短
編
を
次
々
と
発
表
し
、
一
八
七
〇
年
に
短
編
集
『
ロ
ア
リ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
の
ラ
ッ
ク
、
そ
の
他
』
が
刊
行
さ
れ
、“M

iggles” 

は
本
書

に
収
録
さ
れ
た
短
編
の
一
つ
で
あ
る
。
一
八
七
一
年
ボ
ス
ト
ン
へ
移
住
、
引
き
続
き
西
部
を
舞
台
と
し
た
作
品
を
書
き
続
け
る
も
マ
ン
ネ

リ
ズ
ム
に
陥
り
、
以
後
は
見
る
べ
き
作
品
も
な
く
、
一
八
七
八
年
領
事
と
し
て
渡
欧
し
た
の
ち
、
ロ
ン
ド
ン
で
死
去
し
た
。

　
日
本
で
は
、
鷗
外
の
翻
訳
に
よ
る
短
編
「
洪
水
」
（
『
し
が
ら
み
草
紙
』
（
明
治
22
・
10
・
25
、
11
・
25
、
明
治
23
・
3
・
25
）
が
の
ち
『
水

沫
集
』
（
明
治
25
・
7
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ト
の
存
在
が
鏡
花
の
知
見
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

）
10
（

。
管
見
で
は
こ
の

他
に
田
山
花
袋
『
東
京
の
三
十
年
』
（
大
正
6
・
6
　
博
文
館
）
に
「
ア
メ
リ
カ
の
作
者
で
は
、
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
の
詩
人
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ア

ト
の
鉱
山
を
詩
材
に
し
た
短
篇
な
ど
（
「
丸
善
の
二
階
」
）
」
が
外
国
文
学
を
好
む
青
年
に
よ
く
読
ま
れ
た
と
い
う
記
述
を
見
る
の
み
だ
が
、

少
な
く
と
も
明
治
二
十
～
三
十
年
代
に
は
一
部
の
文
学
愛
好
者
の
間
で
は
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
た
作
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
後
の
地
方
色
文
学
の
流
行
期
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
西
部
の
鉱
山
町
を
舞
台
に
、
社
会
の
下
層
の
人
々

の
人
情
や
風
俗
を
地
方
色
豊
か
に
描
き
出
し
た
こ
と
で
作
家
と
し
て
の
成
功
を
収
め
た
ハ
ー
ト
は
、
そ
の
作
風
が
大
仰
で
感
傷
的
な
点
に

お
い
て
デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
ロ
ア
リ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
の
ラ
ッ
ク
」
は
、
キ
ャ
ン
プ
で
客
を
取
る
売
春

婦
に
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
、
周
囲
の
な
ら
ず
者
の
労
働
者
た
ち
が
赤
ん
坊
を
「
ラ
ッ
ク
」
と
名
づ
け
て
皆
で
可
愛
が
り
、
あ
る
年
の
洪
水
の

折
に
ラ
ッ
ク
を
助
け
よ
う
と
し
て
共
に
死
ん
で
し
ま
う
と
い
っ
た
物
語
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ト
の
作
品
は
下
層
社
会
の
男
女
が
献
身

的
な
愛
情
を
も
っ
て
自
己
を
犠
牲
に
す
る
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
も
の
が
多
い
。
故
に
そ
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
作
風
に
対
す
る
批
判
も
当
然

噴
出
し
、
地
方
色
文
学
の
代
表
的
な
作
家
と
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
真
の
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
域
に
は
達
せ
ず
と
い
う
の
が
大
方
の
ハ
ー
ト

評
価
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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魯
庵
訳
の
短
編
「
孤
屋
」
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
作
品
で
あ
り
、
魯
庵
が
本
作
の
翻
訳
に
至
っ
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
「
『
孤
屋
』

の
作
者
ブ
レ
ツ
ト
、
ハ
ー
ト
は
近
来
有
名
な
る
大
家
な
り
殊
に
此
『
孤
屋
』
は
其
名
誉
あ
る
短
編
中
最
も
傑
出
な
る
も
の
な
り
読
者
軽
々

し
く
読
過
す
る
勿
れ
」
（
『
鳥
留
好
語
』
「
凡
例
」
）
と
、
魯
庵
自
身
が
随
分
肩
入
れ
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
同
書
収
録
の

短
編
は
他
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
極
楽
郷
」
「
雪
の
女
王
」
、
ポ
ー
の
「
黒
猫
」
、
ヂ
イ
ツ
ケ
ン
ズ
の
「
黒
頭
巾
」
、
エ
ツ
ヂ
ウ
オ
ル
ス
の
「
明

日
」
の
五
編
だ
が
、
「
黒
猫
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
鏡
花
作
「
黒
猫
」
（
『
北
国
新
聞
』
明
治
28
・
6
・
22
～
7
・
23
）
の
成
立
に
影
響
を
与

え
た
と
目
さ
れ
る

）
11
（

も
の
で
あ
る
。
村
松
定
孝
氏
は
、
鏡
花
は
『
鳥
留
好
語
』
刊
行
時
期
の
明
治
二
十
六
年
九
月
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
、

脚
気
療
養
や
父
の
逝
去
に
伴
い
帰
郷
中
で
あ
っ
た
た
め
、
同
書
を
読
ん
だ
と
い
う
「
確
証
は
得
ら
れ
な
い
」
、
「
読
ん
だ
に
し
て
も
そ
の
時

期
は
お
そ
ら
く
二
十
八
年
六
月
」
頃
と
推
測
さ
れ
る

）
12
（

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
孤
屋
」
と
「
高
野
聖
」
の
類
似
、
ま
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
「
黒

頭
巾
」
の
「
大
和
心

）
13
（

」
へ
の
摂
取
の
可
能
性
な
ど
か
ら
、
鏡
花
は
「
大
和
心
」
執
筆
時
期
と
さ
れ
る
明
治
二
十
七
年
五
月
頃

）
14
（

ま
で
に
何
ら

か
の
形
で
同
書
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　（
二
）

　「
孤
屋
」
と
「
高
野
聖
」
を
比
較
す
る
に
あ
た
り
、
始
め
に
「
孤
屋
」
の
梗
概
を
記
す
。
な
お
、
本
作
の
語
り
手
は
馬
車
の
乗
客
の
一
人

だ
が
、
固
有
名
詞
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
我
々
」
「
我
が
一
行
」
「
我
」
と
さ
れ
る
（
原
文
は “I” 

も
し
く
は “w

e” 

）
。

　
大
雨
で
川
の
水
嵩
が
増
し
て
橋
が
落
ち
、行
く
手
を
阻
ま
れ
る
馬
車
の
一
行
八
人
（
裁
判
官
ら
男
性
六
人
、婦
人
二
人
）
は
、
ど
こ
か
ら
か
聞
え
て
き
た
「
ミ

ツ
グ
ル
ス
を
頼
め
」
と
の
声
を
頼
り
に
そ
の
家
に
避
難
す
る
が
、
呼
べ
ど
も
ミ
ツ
グ
ル
ス
は
出
て
こ
な
い
。
馭
者
の
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
が
門
を
壊
し
室
内
に
侵

入
す
る
と
、
肘
掛
け
椅
子
に
一
人
の
男
が
座
っ
て
い
る
。
そ
の
肩
を
揺
す
る
と
、
男
は
衣
服
の
山
の
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
る
。
こ
の
男
は
軟
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骨
漢
（
ほ
ね
な
し
）
で
あ
っ
た
。
驚
く
一
行
の
前
に
突
然
ミ
ツ
グ
ル
ス
を
名
乗
る
女
性
が
登
場
し
、
骨
な
し
の
男
ジ
ム
を
一
行
に
紹
介
し
宿
泊
を
快
諾
す
る
。

一
行
の
食
事
中
、
外
壁
に
体
を
ぶ
つ
け
引
っ
掻
く
音
が
し
て
、
灰
色
の
犬
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
犬
の
名
は
ジ
ヨ
ア
キ
ン
、
他
に
は
「
ミ
ツ
グ
ル
ス
を
頼
め
」

と
一
行
に
呼
び
か
け
た

鵲
か
さ
さ
ぎ

の
ポ
リ
イ
が
こ
の
家
に
同
居
し
て
い
る
。
婦
人
た
ち
が
就
寝
し
た
後
、
男
た
ち
が
ミ
ツ
グ
ル
ス
と
ジ
ム
の
関
係
を
あ
れ
こ
れ
臆

測
す
る
場
へ
当
の
ミ
ツ
グ
ル
ス
が
現
わ
れ
、
自
分
の
身
を
病
人
に
献
じ
た
経
緯
を
語
り
男
た
ち
は
そ
の
献
身
ぶ
り
に
感
じ
入
る
。
翌
朝
出
発
す
る
一
行
を
見

送
る
ミ
ツ
グ
ル
ス
。
目
的
地
に
着
い
た
一
行
は
ミ
ツ
グ
ル
ス
の
為
に
乾
杯
を
す
る
。

　
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
孤
屋
」
に
は
怪
異
・
幻
想
的
な
要
素
は
皆
無
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ッ
ト
自
体
は
「
高
野
聖
」
の
そ
れ
に
酷

似
し
て
お
り
、
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
は
孤
家
の
女
に
、
〈
ジ
ム
〉
は
〈
白
痴
〉
に
、
そ
の
役
割
を
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
梗
概
を

補
い
つ
つ
プ
ロ
ッ
ト
に
添
っ
て
抜
き
出
し
た
共
通
項
は
次
の
よ
う
な
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　
①
旅
人
は
大
水
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
進
路
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
。
②
一
夜
の
宿
を
求
め
辿
り
着
い
た
の
が
孤
家
で
あ
る
こ
と
。

③
孤
家
で
最
初
に
骨
な
し
の
男
と
遭
遇
す
る
こ
と
。
④
孤
家
の
女
主
人
が
美
し
い
こ
と
。
⑤
女
主
人
は
動
物
と
も
同
居
を
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
女
主
人
は
骨
な
し
の
男
性
の
面
倒
を
見
て
い
る
こ
と
。
⑦
女
主
人
に
同
情
し
惹
か
れ
る
男
性
が
存
在
す
る
こ
と
。

　
右
の
①
～
⑦
の
う
ち
、
ま
ず
①
に
つ
い
て
。
「
孤
屋
」
の
「
我
が
一
行
は
、
前
後
と
も
水
嵩
高
く
暫
時
な
り
と
も
車
を
駐
む
べ
き
好
地
は

唯
ミ
ツ
グ
ル
ス
の
家
な
る
べ
し
と
思
ふ
の
み
」
と
い
う
描
写
に
お
け
る
水
の
役
割
は
、
「
高
野
聖
」
の
「
ど
う
〳
〵
と
瀬
に
な
つ
て
」
本
道

を
流
れ
る
水
の
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
出
水
は
「
向
う
の
那
の
藪
ま
で
」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
宗
朝
は
水
を
避
け
て
旧
道
を
行
っ
た
〈
売

薬
〉
を
追
う
の
で
、
結
果
的
に
氾
濫
す
る
水
が
孤
家
へ
の
道
を
作
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
表
題
の
「
孤
屋
」
及

び
「
此
処
十
里
の
内
に
は
人
の
子
一
人
見
え
ず
。
い
か
に
希
有
な
ら
ず
や
、
人
の
有
り
や
無
し
や
」
と
い
う
状
況
が
、
「
高
野
聖
」
の
〈
深

山
の
孤
家
〉
に
当
て
は
ま
る

）
15
（

も
の
と
す
る
。
ま
た
⑤
に
つ
い
て
、
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
は
〈
ジ
ヨ
ア
キ
ン
〉
な
る
犬
や
〈
ポ
リ
イ
〉
な
る
鵲
と
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同
居
し
て
お
り
、
犬
は
「
渠
は
恰
も
人
の
如
く
妾
と
共
に
徜さ

ま

よ徉
へ
り
」
、
鵲
は
「
其
饒
舌
を
弄
し
て
妾
が
炉
辺
を
賑
は
せ
ば
妾
、
此
孤
屋
に

あ
る
も
毫
も
寂さ

び
し
さ寞

を
感
ぜ
ず
」
と
人
間
同
様
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
動
物
以
上
の
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
、
や
は
り
「
高
野
聖
」
の
種
々
の
動
物
の
描
写
に
重
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
次
項
で
は
残
る
③
、
④
、
⑥
、
⑦
の
点
に
関
わ
る
人
物
造
型
に
つ
い
て
、「
孤
屋
」
（
以
下

（孤）
と
略
記
）
と
「
高
野
聖
」
（
以
下

（高）
と
略
記
）

の
本
文
を
比
較
す
る
。
引
用
に
当
た
り
ル
ビ
は
適
宜
省
略
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
、
改
行
箇
所
は
／
で
示
し
た
。
類
似
箇
所
を

示
す
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
に
は
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
記
述
も
あ
る
が
、
作
品
の
時
代

背
景
と
文
学
性
に
鑑
み
原
文
通
り
と
し
た
。

　
　
　
⒈  

骨
な
し
の
亭
主
―
〈
ジ
ム
〉
と
〈
白ば

痴か

〉
―

　
（孤） 

煖
爐
の
傍
な
る
肱
掛
椅
子
に
は
何
者
か
坐
を
占
め
て
あ
り
き
。
我
が
一
行
は
ド
ヤ
〳
〵
と
押
入
り
て
此
体
を
見
、
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
は
忽
ち
此
孑
然
た
る
椅

子
の
主
人
に
向
ひ
、
／
『H

ollo

！
御
身
か
、
ミ
ツ
グ
ル
ス
と
は
？
』
／
渠
は
黙
然
と
し
て
語
ら
ず
、
寂
然
と
し
て
動
か
ず
。
（
略
）
渠
は
頗
る
老
年
染
み

て
、
満
面
皺
を
以
て
埋
め
ら
れ
、
眼
光
た
だ
な
ら
ず
（
略
）
凄
味
を
帯
び
、
ギ
ロ
リ
其
燈
光
よ
り
ビ
ル
の
顔
を
見
廻
し
、
再
び
旧
の
煖
爐
火
を
凝
視
め
、

傍
ら
人
な
き
が
如
く
更
に
顧み

む
き盻

も
せ
ざ
り
き
。
（
略
）

『
ミ
ツ
グ
ル
ス
！
御
身
の
耳
は
聾
ひ
た
る
や
？
よ
も
や
御
身
啞
に
は
あ
ら
じ
』
と
此
無む

感か
ん

覚か
く

漢か
ん

の
肩
を
搖
ぶ
り
ぬ
。
／
然
る
に
我
々
が
太
く
驚
き
し
は
、

ビ
ル
が
其
手
を
放
す
や
否
、
此
尊
む
べ
き
奇
怪
の
男
は
グ
タ

0

0

〳
〵

0

0

に
な
り
、
其
形
半
ば
陥
落
し
て
唯
纏
へ
る
衣
服
の
み
と
な
り
ぬ
。

　
（高） 

「
（
御
免
な
さ
い
ま
し
、
）
と
い
つ
た
が
も
の
も
い
は
な
い
、
首
筋
を
ぐ
つ
た
り
と
、
耳
を
肩
で
塞
ぐ
ほ
ど
顔
を
横
に
し
た
ま
ゝ
小
児
ら
し
い
、
意
味
の
な
い
、
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然
も
ぽ
つ
ち
り
し
た
目
で
、
ぢ
ろ
〳
〵
と
、
門
に
立
つ
た
も
の
を
瞻
め
る
（
略
）
足
は
忘
れ
た
か
投
出
し
た
、
腰
が
な
く
ば
暖
簾
を
立
て
た
や
う
に
畳
ま

れ
さ
う
な
、
年
紀
が
其
で
居
て
二
十
二
三
、
口
を
あ
ん
ぐ
り
や
つ
た
上
唇
で
巻
込
め
や
う
、
鼻
の
低
さ
、
出
額
。
」
（
第
十
）

　
孤
屋
に
到
着
し
た
彼
ら
は
室
内
の
人
物
〈
ジ
ム
〉
に
訪
い
を
告
げ
る
が
、彼
は
「
軟ほ

ね

な

し

骨
漢
」（
作
中
「
無ほ

ね

な

し

骨
漢
」
の
表
記
も
あ
る
）
で
あ
り
、

体
が
崩
れ
て
「
纏
へ
る
衣
服
の
み
」
と
な
っ
た
か
に
見
え
一
行
を
驚
か
せ
る
。
〈
白
痴
〉
の
「
腰
が
な
く
ば
暖
簾
を
立
て
た
や
う
に
畳
ま
れ

さ
う
」
な
姿
も
や
は
り
骨
な
し
の
特
徴
を
示
し
て
お
り

）
16
（

、
両
作
と
も
特
異
な
身
体
的
特
徴
を
持
つ
人
物
を
、
そ
れ
自
体
で
は
形
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
「
衣
服
」
「
暖
簾
」
と
い
っ
た
布
に
喩
え
て
い
る
。
ま
た
客
人
が
、
斯
様
な
重
病
人
を
一
人
で
放
置
す
る
筈
は
あ
る
ま
い

と
考
え
る
左
の
描
写
に
も
、
「
孤
屋
」
か
ら
の
明
ら
か
な
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。

　
（孤） 

裁
判
官
は
突
と
進
み
て
、
此
不
思
議
な
る
軟ほ

ね

な

し

骨
漢
を
起
し
て
漸
く
原も

形と

に
複
し
、
ビ
ル
は
燈
光
を
持
ち
し
ま
ゝ
屋
外
を
見
廻
る
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
し
は
、

斯
る
甲
斐
な
き
病
人
を
独
り
置
く
事
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
必
ず
近
く
に
看
護
人
あ
る
べ
し
と
思
へ
ば
な
り
。

　
（高） 

私
は
一
足
退
つ
た
が
、
い
か
に
深
山
だ
と
い
つ
て
も
是
を
一
人
で
置
く
と
い
ふ
法
は
あ
る
ま
い
、
と
足
を
爪
立
て
ゝ
少
し
声
高
に
、
（
何
方
ぞ
、
御
免
な

さ
い
、
）
と
い
つ
た
。
（
第
十
）

　
更
に
〈
ジ
ム
〉
と
〈
白
痴
〉
が
身
体
の
自
由
を
失
い
、
女
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
経
緯
に
つ
い
て
。
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（孤） 
『
妾
、
此
ジ
ム
と
此
山
家
に
来
る
ま
で
は
『
ポ
ル
カ
、
サ
ル
ー
ン
』
の
主
人
に
て
、
开そ

は
僅
か
に
六
年
前
な
り
、
（
略
）
ジ
ム
は
妾
に
馴
染
め
て
山
ほ
ど
の

黄
金
を
妾
の
為
に
捨
て
た
り
き
。
或
る
日
―
六
年
前
の
冬
な
り
き
―
ジ
ム
は
妾
が
奥
座
敷
に
来
り
恰
も
御
身
等
が
今
見
給
ふ
如
く
椅
子
に
坐
し
て
其
ま
ゝ

動
か
ず
な
り
ぬ
。
ジ
ム
は
慥
か
に
喪
心
せ
し
な
れ
ば
、
如
何
に
せ
ま
じ
と
思
ひ
煩
へ
ど
詮
な
し
。
医
師
は
来
り
て
、
全
く
浮
世
の
浪
に
漂
は
さ
れ
て
失
神

せ
し
な
り
と
云
ひ
ぬ
―
渠
は
元
来
勇
気
猛
々
し
く
騒
狂
せ
る
男
な
れ
ば
―
且
つ
此
病
終
に
全
快
す
る
事
協
は
ず
、
恐
ら
く
余
命
長
か
ら
じ
と
診
断
し
て
、

人
は
フ
リ
ス
コ
の
病
院
に
送
る
べ
し
、
渠
れ
最
早
誰
人
の
為
め
に
も
な
ら
じ
生
涯
赤
兒
と
異
な
る
な
け
れ
ば
と
賢
ら
だ
ち
て
妾
に
勧
め
ぬ
。
さ
れ
ど
妾
は

「
あ
ら
ず
」
と
答
へ
り
（
略
）
妾
は
終
に
業
を
売
り
、
旅
人
の
街
道
よ
り
離
れ
し
此
地
を
購
ふ
て
、
妾
の
嬰を

さ
な
ご兒

と
共
に
移
り
来
り
ぬ
』

　
（高） 

「
一
体
は
医
者
殿
、
手
の
つ
け
や
う
が
な
く
つ
て
、
身
の
衰
を
い
ひ
立
て
に
一
日
延
ば
し
に
し
た
の
ぢ
や
が
（
略
）
／
何
処
を
切
違
へ
た
か
、
そ
れ
か
ら

流
れ
出
し
た
血
が
留
ま
ら
ず
、
見
る
〳
〵
内
に
色
が
変
つ
て
、
危
く
な
つ
た
。
医
者
も
蒼
く
な
つ
て
騒
い
だ
が
、
神
の
扶
け
か
漸
う
生
命
は
取
留
ま
り
、

三
日
ば
か
り
で
血
も
留
つ
た
が
、
到
頭
腰
が
抜
け
た
、
固
よ
り
不
具
。
」
（
第
二
十
六
）

　
（高） 

「
嬢
様
は
帰
る
に
家
な
く
世
に
唯
一
人
と
な
つ
て
小
児
と
一
所
に
山
に
留
ま
つ
た
の
は
御
坊
が
見
ら
る
ゝ
通
、
又
那
の
白
痴
に
つ
き
そ
つ
て
行
届
い
た
世

話
も
見
ら
る
ゝ
通
、
洪
水
の
時
か
ら
十
三
年
、
い
ま
に
な
る
ま
で
一
日
も
か
は
り
は
な
い
。
」
（
第
二
十
六
）

　
両
作
と
も
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
医
者
に
見
放
さ
れ
身
体
の
自
由
を
失
っ
た
病
人
と
共
に
現
在
の
孤
家
に
住
み
移
り
を
す
る
。
〈
ミ
ツ

グ
ル
ス
〉
は
、
曾
て
の
自
分
の
生
業
は
「
『
ポ
ル
カ
、
サ
ル
ー
ン
』
の
主
人
」
で
あ
り
、
「
ジ
ム
は
妾
に
馴
染
め
て
山
ほ
ど
の
黄
金
を
妾
の

為
に
捨
て
た
」
男
性
だ
と
述
べ
る
。
「
ポ
ル
カ
、
サ
ル
ー
ン
」
と
は
酒
場
も
し
く
は
娼
館
の
類
で
あ
り
、
〈
ジ
ム
〉
は
足
繁
く
通
う
客
の
一

人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
〈
孤
家
の
婦
人
〉
に
は
洪
水
で
帰
る
家
を
失
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
前
者
は
大
金
を
使
わ
せ
た
こ
と
、
後
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者
は
父
医
者
に
よ
る
手
術
の
失
敗
と
い
っ
た
負
い
目
が
、病
人
を
引
き
取
る
べ
き
理
由
を
女
性
に
与
え
た
と
言
え
る
。
無
論
後
者
は
〈
親
仁
〉

の
語
り
が
も
た
ら
す
間
接
的
な
情
報
だ
が
、「
孤
屋
」
に
お
け
る
「
可
憐
な
る
女
主
人
と
其
不
可
思
議
な
る
同
居
人
」
の
描
写
が
、「
高
野
聖
」

に
お
け
る
〈
婦を

ん

な人
〉
と
〈
白
痴
〉
の
組
み
合
わ
せ
の
原
型
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
前
出
「
蝙
蝠
物
語
」
に
は
美
女
雪
野
と
「
俗
に
骨
な
し
と
か
謂
伝
ふ
る
、
奇
怪
な
る
不
具
者
」
の
亭
主
の
組
み
合
わ

せ
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
点
を
含
め
従
来
「
蝙
蝠
物
語
」
は
「
高
野
聖
」
と
そ
の
習
作
「
白
鬼
女
物
語
」
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

）
17
（

作
品
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
蝙
蝠
物
語
」
に
お
け
る
〈
骨
な
し
〉
も
、
そ
の
原
型
は
や
は
り
遡
っ
て
「
孤
屋
」
の
「
軟ほ

ね

な

し

骨
漢
」
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
が
「
斯
く
の
如
き
人
の
智
識
幾
何
か
を
し
ら
ば
一
驚
す
べ
し
」
と
一
行
に
〈
ジ
ム
〉
の
特
異
な
能
力
を
披
露
す
る
場
面
、

即
ち
壁
に
貼
ら
れ
た
「
絵
入
の
新
聞
」
を
〈
ジ
ム
〉
が
冬
の
間
に
「
読
み
尽
し
」
、
「
凡
そ
世
界
に
ジ
ム
の
如
く
読
む
を
値
ひ
す
る
人
の
あ

る
べ
き
や
」
と
賞
賛
す
る
こ
と
は
、
「
高
野
聖
」
で
は
〈
白
痴
〉
が
謡
を
唄
う
こ
と
に
お
い
て
発
揮
す
る
非
凡
な
才
能
に
相
当
し
よ
う
。
身

体
の
自
由
こ
そ
利
か
な
い
も
の
の
、
常
人
を
凌
駕
す
る
特
殊
な
才
能
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
両
作
に
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
付

け
加
え
て
お
く
。

　
　
　
⒉
　
孤
家
に
住
む
女
―
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
と
〈
孤
家
の
婦を

ん

な人
〉
―

　
前
項
に
引
き
続
き
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
と
〈
孤
家
の
婦
人
〉
の
間
に
は
様
々
な
共
通
点
が
あ
る
が
、
最
初
に
孤
家
の
女
が
旅
人
の
前
に
登

場
す
る
場
面
を
見
て
み
る
。
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（孤） 
瞬
時
に
し
て
戸
は
開
き
、
白
き
歯
と
黒
き
眼
を
光
ら
し
、
少
し
も
憚
る
気
色
な
く
突
と
進
み
入
り
、
礑
と
戸
を
閉
て
其
ま
ゝ
背
向
に
凭
れ
、
『
皆
様
待
兼

ね
給
ひ
つ
ら
む
、
妾
は
ミ
ツ
グ
ル
ス
な
り
』
／
是
れ
ミ
ツ
グ
ル
ス
な
り
！
其
輝
け
る
涼
し
き
眼
眸
と
玲
瓏
と
し
て
透
徹
せ
る
声
を
有
て
る
妙
齢
婦
人
は
、

青
色
の
粗
布
を
纏
へ
ど
女
性
が
曲
線
の
美
を
失
は
ず

　
（高） 

「
（
何
方
、
）
と
納
戸
の
方
で
い
つ
た
の
は
女
ぢ
や
か
ら
、
南
無
三
宝
、
此
の
白
い
首
に
は
鱗
が
生
へ
て
、
体
は
床
を
這
つ
て
尾
を
ず
る
〳
〵
と
引
い
て
出

や
う
と
、
又
退
つ
た
。
／
（
お
ゝ
、
御
坊
様
、
）
と
立
顕
は
れ
た
の
は
小
造
の
美
し
い
、
声
も
清
し
い
、
も
の
や
さ
し
い
。
（
第
十
）

　
女
性
の
美
貌
に
加
え
て
声
の
美
し
さ
に
共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
偶
々
女
性
の
一
般
的
な
美
質
が
似
通
っ
て
い

る
だ
け
に
も
見
え
る
。
だ
が
前
出
「
白
鬼
女
物
語
」
で
、
廃
屋
の
内
を
覗
い
た
〈
予
〉
が
「
薄
青
き
布
を
以
て
腰
の
辺
を
蔽
へ
る
が
身
動

き
も
せ
で
画
像
の
如
き
」
裸
体
の
婦
人
を
発
見
す
る
こ
と
、
ま
た
主
人
の
伝
言
を
携
え
た
老
婆
が
「
客
人
お
待
た
せ
申
し
た
り
」
と
「
唐

突
に
声
を
懸
け
」
る
こ
と
、
い
ず
れ
も
右
傍
線
部
の
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
の
描
写
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、「
孤
屋
」
の
影
響
は
「
白
鬼
女
物
語
」

に
お
い
て
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
「
白
鬼
女
物
語
」
を
介
す
る
こ
と
で
「
孤
屋
」
か
ら
「
高
野
聖
」
へ
の
影
響

関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
の
性
格
に
つ
い
て
。
彼
女
は
「
我
々
人
間
の
剛
強
な
る
部
分
に
属
す
る
男
子
」
と
自
認
す
る
客
人
た
ち
が
集
う

場
に
「
今
宵
の
仲
間
入
り
妾
に
も
許
し
給
は
れ
」
と
躊
躇
な
く
同
座
し
、
「
男
の
す
な
る
油
布
の
雨
帽
を
戴
け
る
栗
色
の
髪
」
、
「
渠
女
は
辞

色
平
淡
に
し
て
憶
め
ず
憚
ら
ず
、
慥
に
男
女
の
同
等
を
悟
り
し
が
如
し
」
、
「
男
な
ら
ず
ば
用
ゐ
ま
じ
き
言
葉
す
ら
ま
ゝ
使
ふ
事
あ
り
き
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
男
勝
り
な
性
格
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
実
際
語
り
手
は
「
ミ
ツ
グ
ル
ス
の
弁
は
優
美
に
あ
ら
ず
」
と

の
感
想
も
抱
く
の
だ
が
、
そ
れ
は
寧
ろ
「
快
活
に
無
邪
気
に
飾
り
気
な
く
む
き
出
し
」
な
美
点
へ
と
反
転
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
其
明
眸
皓
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歯
を
擅
ま
ゝ
に
振
舞
ふ
て
常
に
ミ
ツ
グ
ル
ス
特
有
の
笑
を
洩
す
時
は
、
素
朴
質
実
の
空
気
そ
ゞ
ろ
に
道
念
を
高
め
一
座
を
し
て
浄
然
た
ら

し
」
め
、
な
お
か
つ
病
人
に
対
す
る
「
柔や

さ

し
き
体
」
を
も
兼
ね
備
え
た
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
は
、
男
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
魅
力
的
な

女
性
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
一
方
「
高
野
聖
」
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
文
言
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
〈
婦
人
〉
の
「
優
し
い
中
に
強
み
の
あ
る
、
気

軽
に
見
え
て
も
何
処
に
か
落
着
の
あ
る
、
馴
々
し
く
て
犯
し
易
か
ら
ぬ
品
の
可
い
、
如
何
な
る
こ
と
に
も
い
ざ
と
な
れ
ば
驚
く
に
足
ら
ぬ

と
い
ふ
身
に
応
の
あ
る
と
い
つ
た
や
う
な
風
」（
第
十
七
）
や
「
世
話
ら
し
い
打
解
け
た
風
」（
第
十
九
）
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

両
作
の
女
性
は
共
に
美
貌
・
美
声
の
持
主
で
あ
り
な
が
ら
男
性
に
従
属
す
る
存
在
で
は
な
く
、
男
性
と
同
等
の
、
あ
る
い
は
寧
ろ
男
性
を

主
導
す
る
立
場
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
の
母
性
に
つ
い
て
。
体
の
自
由
を
失
っ
た
〈
ジ
ム
〉
は
「
生
涯
赤あ

か

ご兒
と
異
な
」
ら
な
い
状
態
と
な
り
、完
全
に
〈
ミ

ツ
グ
ル
ス
〉
の
庇
護
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
は
最
早
客
で
も
愛
人
で
も
な
く
、
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
に
と
っ
て
「

妾
わ
ら
は

の
嬰を

さ
な
ご兒

」
た

る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
折
々
来
訪
す
る
医
師
も
彼
を
「
ミ
ツ
グ
ル
ス
の
嬰を

さ
な
ご兒

」
と
呼
び
、
医
師
の
「
ミ
ツ
グ
ル
ス
、
御
身
の
嬰
兒

は
正
に
人
と
成
つ
て
母
御
に
恩
を
報
ひ
ん
と
す
、
さ
り
な
が
ら
此
処
に
て
は
あ
ら
ず
」
と
い
う
「
頗
る
悲
し
げ
」
な
言
葉
は
、
〈
ジ
ム
〉
が

人
と
な
り
母
に
報
い
る
の
は
こ
の
世
で
は
な
い
こ
と
、
即
ち
〈
ジ
ム
〉
が
余
命
幾
許
も
な
い
こ
と
の
示
唆
と
も
取
れ
る
が
、
重
要
な
の
は

二
人
の
関
係
が
明
確
に
母
と
子
の
関
係
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　「
高
野
聖
」
の
〈
婦
人
〉
と
〈
白
痴
〉
は
〈
女
房
〉
〈
亭
主
〉
と
さ
れ
る
間
柄
で
は
あ
る
が
、
〈
白
痴
〉
を
「
優
し
う
扶
け
起
し
」
、
客
人

に
挨
拶
が
で
き
れ
ば
（
お
ゝ
、
よ
く
為
た
の
ね
え
）
と
褒
め
る
、〈
婦
人
〉
の
「
男
に
対
す
る
取
廻
し
の
優
し
さ
、
隔
な
さ
、
親
切
さ
」
は
、

母
が
子
に
向
け
る
態
度
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
に
感
じ
入
っ
た
〈
宗
朝
〉
は
「
胸
が
キ
ヤ
キ
ヤ
し
て
、
は
ら
〳
〵
と
落
涙
」
す
る
。

夫
と
し
て
の
役
割
よ
り
も
、
「
〈
白
癡
〉
は
そ
の
幼
児
性
に
よ
っ
て
孤
家
の
女
の
《
慈
母
》
的
性
格
を
引
き
立
て
る
」
、
「
彼
ら
の
関
係
は
寧
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ろ
母
と
子
の
関
係
に
近
い
」
と
い
う
見
方

）
18
（

も
出
て
く
る
所
以
で
あ
る
。

　
ま
た
〈
宗
朝
〉
が
落
涙
す
る
場
面
は
、
〈
ジ
ム
〉
に
対
す
る
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
の
「
柔
し
き
体
」
を
見
た
男
た
ち
が
、
「
百
千
の
疑
惑
推

測
妄
想
を
呶
々
喃
々
し
」
た
己
を
恥
じ
「
皆
し
め
り
て
言
葉
な
く
」
な
る
と
い
う
描
写
に
も
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
赤
の
他
人
で
あ
る
病

気
の
男
性
を
引
き
取
り
世
話
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
母
子
の
関
係
を
思
わ
せ
る
こ
と
、
客
人
が
二
人
の
様
子
に
心
打
た
れ
る
こ
と
、
こ
れ

ら
は
元
を
た
ど
れ
ば
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
と
〈
ジ
ム
〉
の
関
係
性
を
基
盤
と
し
た
設
定
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
更
に
、
「
孤
屋
」
で
語
り
手
「
余
」
が
見
た
次
の
光
景
に
も
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
（孤） 

苦
し
き
夢
を
見
て
余
が
撹
眠
せ
し
時
は
殆
ど
払
暁
に
て
、
暴
風
雨
は
既
に
熄
み
て
星
は
輝
き
、
松
の
梢
よ
り
高
く
上
り
し
満
月
は
雨
戸
な
き
窓
を
徹
し
て

其
光
を
投
げ
、
無
限
の
情
を
抱
き
て
椅
子
に
安
坐
せ
る
凄
然
た
る
者
を
照
ら
し
、
又
古
き
物
語
に
あ
る
如
く
乱
せ
る
髪
を
も
て
愛
す
る
男
の
足
を
洗
ふ
女

の
低
き
頭
を
光
は
漲
し
て
洗
礼
し
ぬ
。
此
二
人
と
旅
人
の
間
に
は
半
ば
己
れ
の
肱
に
凭
れ
て
跪
坐
せ
る
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
の
賤
し
き
形
は
正
に
是
れ
一
幅
の

有
声
画
に
外
な
ら
ず
。

　
傍
線
部
の
「
古
き
物
語
」
と
は
『
新
約
聖
書
』
ヨ
ハ
ネ
伝
第
十
二
章
第
三
節
、
ベ
タ
ニ
ア
の
マ
リ
ア
が
香
油
（
甘
松
香
の
根
か
ら
精
製

し
た
高
価
な
も
の
と
さ
れ
る
）
を
イ
エ
ス
の
足
に
塗
り
、
彼
女
の
髪
の
毛
で
そ
の
足
を
拭
っ
た
と
い
う
逸
話
を
指
し

）
19
（

、
ベ
タ
ニ
ア
の
マ
リ

ア
と
は
一
説
に
所
謂
「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

）
20
（

」
と
同
一
視
さ
れ
る
女
性
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
真
愛
学
校
（
北
陸
英
和
学
校
）
に
学

ん
だ
鏡
花
で
あ
れ
ば
、
右
の
宗
教
的
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
可
能
性
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
そ
の
宗
教
的
意
味
を
知
ら
ず

と
も
、「
一
幅
の
有
声
画

）
21
（

」
に
喩
え
ら
れ
る
こ
の
場
面
は
「
孤
屋
」
一
編
の
中
で
も
抜
き
ん
出
て
美
し
く
、宗
教
画
を
見
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
、

鏡
花
の
心
に
も
深
く
刻
ま
れ
る
場
面
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
愛
す
る
男
の
足
を
洗
ふ
」
と
い
う
女
の
行
為
も
、
〈
婦
人
〉
が
谷
川
の
水
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で
〈
宗
朝
〉
の
体
を
洗
う
行
為
を
彷
彿
さ
せ
、
両
作
の
影
響
関
係
を
考
え
る
上
で
捨
象
し
が
た
い
設
定
で
あ
る
。

　〈
宗
朝
〉
を
し
て
落
涙
さ
せ
る
よ
う
な
〈
婦
人
〉
の
母
性
的
な
一
面
は
右
引
用
の
描
写
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

点
も
含
め
て
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
→
〈
孤
家
の
婦
人
〉
と
い
う
女
性
の
形
象
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
の
「
白
鬼
女
物
語
」
「
蝙
蝠
物
語
」

と
い
っ
た
「
高
野
聖
」
の
先
蹤
作
品
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
更
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
⒊
　
女
の
崇
拝
者
―
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
の
造
形
―

　
以
上
、〈
ジ
ム
〉
と
〈
白
痴
〉
、〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
と
〈
孤
家
の
婦
人
〉
と
い
う
主
要
人
物
に
言
及
し
て
き
た
が
、
本
項
で
は
馭
者
の
〈
ユ
ー

バ
、
ビ
ル
〉
に
関
し
て
も
問
題
と
思
わ
れ
る
点
を
挙
げ
て
お
く
。

　〈
ジ
ヨ
ア
キ
ン
〉
が
「
恰
も
人
の
如
く
」
付
き
従
う
犬
だ
と
知
っ
た
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
は
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
に
対
し
「
太
く
畏
敬
の
念

を
現
せ
し
」
態
度
を
取
る
が
、
こ
れ
は
「
此
婦
人
に
畏
敬
の
念
が
生
じ
て
善
か
悪
か
、
何
の
道
命
令
さ
れ
る
や
う
に
心
得
た
」
と
い
う
〈
宗

朝
〉
の
描
写
に
一
致
し
、
「
孤
屋
」
か
ら
「
高
野
聖
」
へ
の
影
響
関
係
の
確
実
な
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
文
言
の
一
致
に
限
っ
て
言

え
ば
、
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
は
〈
宗
朝
〉
に
相
当
す
る
人
物
だ
と
言
え
る
が
、
前
項
ま
で
の
〈
ジ
ム
〉
や
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
に
見
ら
れ
た
明

確
な
特
徴
及
び
「
高
野
聖
」
と
の
類
似
性
に
比
べ
、
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
の
描
写
に
は
曖
昧
な
点
が
存
在
す
る
た
め
、
直
ち
に
〈
宗
朝
〉
と

の
類
似
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
残
る
。

　
そ
れ
は
お
そ
ら
く
魯
庵
の
翻
訳
技
術
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
魯
庵
の
訳
文
に
は
所
々
意
味
の
通
ら
な
い
表
現
が
あ
り
、『
鳥
留
好
語
』

に
対
し
て
も
刊
行
当
時
よ
り
「
手
習
草
紙
」
「
乳
臭
の
訳
文
」
と
い
っ
た
批
判
が
あ
っ
た

）
22
（

。
た
だ
し
、
魯
庵
訳
以
外
に
唯
一
管
見
に
入
っ
た

邦
訳
『
ブ
レ
ッ
ト
ハ
ー
ト
短
篇
集
』
（
上
野
直
蔵
・
滝
野
光
子
訳
註
　
昭
和
34
・
4
　
南
雲
堂
）
所
収
の
「M

IG
G

L
E

S

」
対
訳
（
以
下
「
対
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訳
」
）
を
参
照
し
て
み
る
と
、魯
庵
の
訳
文
は
概
ね
原
作
の
文
意
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、大
き
な
誤
訳
は
な
い
と
見
て
よ
い
。

だ
が
次
に
示
す
よ
う
に
、
魯
庵
の
誤
訳
の
存
在
が
寧
ろ
「
高
野
聖
」
の
描
写
を
呼
び
込
む
よ
う
な
事
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　〈
ジ
ヨ
ア
キ
ン
〉
が
駆
け
込
む
場
面
の
魯
庵
訳
「
灰
色
の
犬
躍
り
込
み
て
前
足
を
上
げ
（
中
略
）
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
に
向
て
可
笑
し
き
所
作

を
な
し
、
愕
け
る
さ
ま
に
て
ミ
ツ
グ
ル
ス
を
凝
視
め
ぬ
）
」
（
傍
線
部
原
文
は
「an

d looked adm
irin

gly at M
iggles, w

ith
 a very 

sin
gu

lar resem
blan

ce in
 h

is m
an

n
er to Y

u
ba B

ill

」
）
は
、
「
対
訳
」
で
は
「
ミ
グ
ル
ス
を
崇
め
る
よ
う
に
見
た
が
、
そ
れ
が
又
妙

に
ユ
ー
バ
・
ビ
ル
の
様
子
に
よ
く
似
て
い
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
魯
庵
訳
で
は
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
に
向
か
っ
て
犬
が
行
な
っ
た
と
さ
れ

る
「
可
笑
し
き
所
作
」
が
何
を
指
す
の
か
分
か
ら
ず
、
訳
と
し
て
は
「
対
訳
」
の
方
を
採
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
重
要
な
の
は
、
魯
庵
の
訳

文
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
「
高
野
聖
」
で
頻
り
に
〈
宗
朝
〉
を
気
に
懸
け
、
挙
句
〈
婦
人
〉
に
ひ
れ
伏
し
た
あ
の
馬
の
姿
（
＝
〈
売
薬
〉
）

で
あ
り
、
人
間
に
向
か
っ
て
何
か
を
訴
え
か
け
、
飼
い
主
の
女
性
に
は
従
順
な
態
度
を
取
る
動
物
の
造
形
が
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
強
い
て
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
＝
〈
宗
朝
〉
と
い
う
図
式
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
ひ
と
ま
ず
「
孤
屋
」
と
い
う

作
品
が
「
高
野
聖
」
の
典
拠
で
あ
る
蓋
然
性
を
指
摘
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
仮
に
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
と
〈
宗
朝
〉
を
重
ね
て
み
る
と
、

次
に
示
す
翌
朝
の
別
れ
の
場
面
に
も
両
者
の
類
似
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
馬
車
に
向
か
っ
て
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
が
ハ
ン
カ
チ
を
振
る
と
、
「
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
は
惜
し
き
別
に
暇
取
る
を
恐
れ
馬
に
鞭
を
加
へ
て
一
散

に

車
を

走
ら

」

せ

る
（

傍
線
部
原
文
は
「Y

u
ba B

ill, as if fearfu
l of fu

rth
er  fascin

ation
, m

adly lash
ed h

is h
orses 

forw
ard

」
、
「
対
訳
」
で
は
「
ユ
ー
バ
・
ビ
ル
は
こ
の
上
魅
惑
さ
れ
る
の
を
恐
れ
る
か
の
樣
に
烈
し
く
馬
を
鞭
打
っ
た
」
と
訳
す
）
。
魯
庵

は “fascin
ation

”

の
語
義
を
曖
昧
に
し
て
「
惜
し
き
別
に
暇
取
る
」
と
持
っ
て
回
っ
た
言
い
回
し
を
し
て
い
る
が
、
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
に

対
す
る
強
い
未
練
は
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
女
の
面
影
を
振
り
払
う
か
の
よ
う
に
馬
車
を
駆
る
姿
は
、孤
家
を
後
に
し
た
〈
宗
朝
〉

の
葛
藤
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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そ
も
そ
も
鏡
花
の
目
に
触
れ
る
の
は
魯
庵
の
訳
文
が
全
て
で
あ
り
、
一
々
翻
訳
の
正
誤
を
気
に
懸
け
な
が
ら
読
む
わ
け
で
は
な
い
。
誤

訳
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
魯
庵
の
表
現
の
曖
昧
さ
は
鏡
花
が
何
ら
か
の
形
で
消
化
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
〈
ユ
ー
バ
、

ビ
ル
〉
の
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
に
対
す
る
「
畏
敬
の
念
」
は
、
鏡
花
に
よ
っ
て
よ
り
鮮
明
に
詳
細
に
、
〈
宗
朝
〉
の
上
に
描
出
さ
れ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　（
三
）

　
鏡
花
が
『
鳥
留
好
語
』
を
読
ん
で
い
た
証
左
と
し
て
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
「
黒
頭
巾
」
と
「
大
和
心
」
の
類
似
に
も
蛇
足
な
が
ら
簡
単
に

触
れ
て
お
く
。
「
黒
頭
巾
」
の
梗
概
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
開
業
し
た
ば
か
り
の
医
師
の
も
と
を
黒
装
束
の
女
性
が
訪
れ
、
あ
る
患
者
の
診
察
を
依
頼
す
る
。
女
性
の
話
は
要
領
を
得
ず
、
患
者
は
重
篤
な
状
態
だ
が

診
察
は
翌
日
に
願
い
た
い
と
言
う
。
不
審
に
思
い
つ
つ
医
師
が
教
え
ら
れ
た
家
を
訪
問
す
る
と
、
そ
こ
に
は
今
朝
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
女
性
の
息
子
が
死

体
と
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
た
。
女
性
は
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
医
師
に
縋
る
が
、
手
の
施
し
よ
う
も
な
い
。
そ
の
後
精
神
を
病
ん
だ
女
性
を
、
医
師
は

時
折
訪
問
し
て
慰
め
、
金
銭
の
援
助
も
す
る
。
女
性
の
死
後
も
医
師
の
心
に
は
こ
の
一
件
が
長
く
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
「
大
和
心
」
は
日
清
戦
争
を
控
え
た
時
期
の
国
粋
主
義
的
傾
向
が
顕
著
な
作
品
で
あ
る
。
無
礼
を
働
い
た
外
国
人
を
少
年
が
飼
い

犬
を
使
っ
て
成
敗
し
、
外
国
人
と
犬
は
病
院
へ
同
時
に
運
び
込
ま
れ
る
が
、
医
師
に
よ
っ
て
治
療
を
受
け
た
の
は
犬
の
方
で
あ
り
、
外
国

人
は
手
遅
れ
と
な
っ
て
落
命
す
る
、
と
い
う
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
「
黒
頭
巾
」
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
本
作
に
お
い
て
犬
の
〈
飛
龍
〉
が

病
院
に
運
び
込
ま
れ
る
場
面
は
、
鏡
花
が
『
鳥
留
好
語
』
所
収
の
「
黒
頭
巾
」
か
ら
摂
取
し
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
。
以
下
「
黒
頭
巾
」
（

（黒）
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と
略
記
）
と
「
大
和
心
」
（

（大）
と
略
記
）
の
共
通
項
を
簡
略
に
記
す
。

　
①
夜
更
け
、
若
い
医
者
の
も
と
に
異
様
な
来
訪
者
が
あ
る
（

（黒）
→
「
近
頃
開
業
し
た
年
若
な
医
者
」
と
「
黒
装
束
」
の
「
不
思
議
な
る

訪
問
者
」
、

（大）
→
「
村
上
千
吉
と
い
ふ
若
手
の
利き

け
も
の者

」
と
「
月
の
如
き
美
人
」
）
。
②
女
性
は
患
者
の
素
性
を
す
ぐ
に
は
明
か
さ
な
い
が
、
い

ざ
患
者
に
臨
ん
だ
医
師
に
は
驚
く
べ
き
事
実
（
異
様
な
患
者
）
が
提
示
さ
れ
る
。
（

（黒）
→
「
今
朝
絞
罪
に
な
ッ
た
」
女
性
の
一
人
息
子
、

（大）

→
犬
の
「
飛
龍
」
）
③
戸
惑
う
医
師
に
女
性
は
診
察
を
懇
願
す
る
。
（

（黒）
→
「
先
生
、
此
ま
ん
ま
に
置
か
ず
に
ど
う
に
か
御
工
風
を
し
て
。

此
現
在
命
が
段
々
去
ッ
て
行
き
ま
す
。
先
生
、
ど
う
に
か
な
す
ッ
て
、
ど
う
に
か
」
、

（大）
→
「
ど
う
ぞ
御
手
当
を
願
ひ
た
う
存
じ
ま
す
。
実

は
他
所
で
傷
を
負
け
て
ま
ゐ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
傷
で
呼
吸
も
為
得
ま
せ
ん
。
何
卒
し
て
お
助
け
遊
ば
し
て
下
さ
い
ま
し
」
）

　
特
異
な
状
況
や
環
境
に
お
け
る
特
異
な
人
物
と
い
う
設
定
、
単
純
化
さ
れ
た
性
格
描
写
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作
品
の
特
徴
で
あ
り
、
前
出
の

ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
も
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る

）
23
（

も
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
「
大
和
心
」
に
も
看
取
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
「
黒

頭
巾
」
の
如
き
「
デ
ィ
ケ
ン
ズ
得
意
の
犯
罪
を
テ
ー
マ
と
し
た
暗
い
物
語

）
24
（

」
は
、
鏡
花
の
観
念
小
説
の
特
徴
に
も
通
じ
る
も
の
だ
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
ず
、
ま
ず
は
右
の
類
似
を
指
摘
す
る
の
み
と
す
る
。
な
お
鏡
花
が
「
大
和
心
」
や
「
外
科
室
」（
『
文

藝
倶
楽
部
』
明
治
28
・
6
）
に
用
い
た
語
「
外
科
室
」
の
用
例
は
、
こ
の
「
黒
頭
巾
」
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
最
後
に
付
言
し

て
お
く

）
25
（

。

　
　
　
　
　
ま
と
め

　
以
上
、
鏡
花
が
『
鳥
留
好
語
』
を
自
作
の
典
拠
と
し
、
中
で
も
重
要
な
も
の
と
し
て
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
作
「
孤
屋
」
と
「
高
野
聖
」

の
影
響
関
係
を
論
じ
て
き
た
が
、
〈
孤
家
の
婦
人
〉
と
〈
白
痴
〉
の
形
象
が
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
と
〈
ジ
ム
〉
の
関
係
性
を
基
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
彼
女
は
理
想
的
な
女
性
の
慈
愛
・
献
身
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
男
勝
り
の
「
飾
り
気
な
く
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む
き
出
し
」
な
性
格
を
持
つ
こ
と
も
先
に
述
べ
た
。
こ
の
性
格
が
『
金
驢
譚
』
な
ど
の
先
行
文
芸
と
も
結
び
つ
き
、「
高
野
聖
」
の
〈
婦
人
〉

が
有
す
る
「
魔
性
」
へ
結
実
し
た
と
見
る
こ
と
も
ま
た
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
の
中
に
魔
的
な
側
面
は

元
来
看
取
し
よ
う
も
な
い
の
だ
が
、男
勝
り
と
い
う
特
異
な
性
格
も
が
単
に
彼
女
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て
均
質
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、「
孤

屋
」
の
語
り
手
が
〈
我
〉
に
終
始
一
貫
す
る
こ
と
と
お
そ
ら
く
無
縁
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
「
孤
屋
」
と
い
う
作
品
は
「
高
野
聖
」

が
内
包
す
る
複
雑
な
語
り
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
も
、
重
要
な
作
品
だ
と
考
え
る
。

　
本
稿
は
、ひ
と
ま
ず
「
孤
屋
」
が
「
高
野
聖
」
の
一
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
点
に
重
き
を
置
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
孤
屋
」

が
「
高
野
聖
」
の
み
な
ら
ず
、
『
金
驢
譚
』
―
「
白
鬼
女
物
語
」
「
蝙
蝠
物
語
」
―
「
高
野
聖
」
と
い
う
一
連
の
系
譜
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
の
か
、
そ
の
語
り
や
人
物
造
形
、
モ
チ
ー
フ
な
ど
の
様
々
な
側
面
か
ら
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
後

の
課
題
と
し
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
1
） 

以
下
、
本
文
の
引
用
は
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第
八
巻
（
平
成
16
・
1
　
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
2
） 

手
塚
昌
行
「
『
高
野
聖
』
成
立
考
」
（
『
解
釈
』
昭
和
34
・
12
、
35
・
1
、
8
）
、
東
雅
夫
「
泉
鏡
花
と
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
」
（
『
金
羊
毛
』
昭
56
・
3
）
、

藤
澤
秀
幸
「
『
高
野
聖
』
―
孤
家
の
女
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
元
・
11
）
、
須
田
千
里
「
鏡
花
に
お
け
る
「
魔
」
的
美
女
の

形
成
と
展
開
―
『
高
野
聖
』
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語
国
文
』
平
成
2
・
11
）
、
野
口
哲
也
「
「
白
鬼
女
物
語
」
か
ら
「
高
野
聖
」
へ
―
森
田
思
軒
訳
「
金

驢
譚
」
の
受
容
と
方
法
―
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
73
集
　
平
成
17
・
10
）
な
ど
。

（
3
） 「
「
高
野
聖
」
の
水
中
夢
」
（
『
国
文
学
ノ
ー
ト
』
昭
和
50
年
3
月
）

（
4
） 

た
と
え
ば
、高
山
宏
氏
の
「
こ
の
魔
女
は
男
を
滅
ぼ
す
吸
血
鬼
た
る
と
同
時
に
、「
優
し
さ
、隔
な
さ
、深
切
さ
」
を
云
わ
れ
る
「
若
い
母
様
」
で
あ
る
」（
「
合
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理
を
衝
つ
―
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』
―
」　『
文
学
』
昭
61
・
8
）
と
い
う
指
摘
や
、
高
田
衛
氏
の
「
聖
（
魔
）
性
と
俗
性
の
両
義
に
わ
た
っ
て
蠱
惑
的
な
、

魔
女
」
（
「
夢
と
山
姫
幻
想
の
系
譜
―
鏡
花
へ
の
私
注
―
」　『
文
学
』
昭
和
58
年
6
月
）
と
い
う
指
摘
な
ど
。

（
5
） 
前
者
は
東
郷
氏
前
掲
（
注
3
）
論
文
、
後
者
は
野
口
武
彦
氏
「
高
野
聖
」
（
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学 

第
三
巻 

泉
鏡
花
』
昭
和
57
・
2
　
角
川
書
店
）
に

指
摘
が
あ
る
。

（
6
） 

高
田
氏
前
掲
（
注
4
）
論
文
。

（
7
） 

笠
原
伸
夫
「
『
高
野
聖
』
の
神
話
的
構
想
力
」
（
『
文
学
』
昭
和
62
年
3
月
）

（
8
） 

野
村
喬
氏
は
こ
の
書
名
を
「
柳
田
泉
の
示
教
に
よ
る
と
出
典
は
偈
語
に
あ
り
、
飛
び
立
つ
鳥
が
心
に
沁
み
る
よ
う
な
美
声
を
残
し
て
行
っ
た
の
意
で

あ
っ
て
、
つ
ま
り
は
好
短
編
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
た
も
の
」
（
『
内
田
魯
庵
伝
』
平
成
6
・
5 

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
）
と
さ
れ
る
が
、
魯
庵
自
身
は
「
鳥

留
好
語
ハ
真
個
に
取
留
め
ぬ
言
葉
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
適
堂
生
に
謝
し
併
せ
て
我
が
翻
訳
に
於
け
る
経
験
及
び
一
家
言
を
述
ぶ
」（
『
読
売
新
聞
』

明
治
26
・
10
・
30
）
。

（
9
） 

細
入
藤
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
文
学
史
』
（
昭
和
35
・
4
　
培
風
館
）
、
大
橋
健
三
郎
・
斎
藤
光
・
大
橋
吉
之
輔
編
『
総
説
ア
メ
リ
カ
文
学
史
』
（
昭
和
50
・

4
　
研
究
社
出
版
）
、
『
ア
メ
リ
カ
文
学
作
家
作
品
事
典
』
（
平
成
3
・
12
　
本
の
友
社
）
、
亀
井
俊
介
『
ア
メ
リ
カ
文
学
史
講
義
２
―
自
然
と
文
明
の

争
い
―
金
め
っ
き
時
代
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
』
（
平
成
10
・
10
　
南
雲
堂
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
10
） 

鏡
花
「
み
な
わ
集
の
こ
と
な
ど
」
（
『
新
小
説
』
大
正
11･
8
）
に
は
秘
蔵
の
『
水
沫
集
』
を
質
草
に
借
金
を
し
た
経
験
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
） 

例
え
ば
弦
巻
克
二
「
鏡
花
の
転
換
―
『
黒
猫
』『
な
ゝ
も
と
桜
』
を
中
心
に
」（
『
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
（
日
本
文
学
科
篇
）
』　
昭
和
62
・
12
）
な
ど
。

（
12
） 「E

D
G

A
R

 A
L

L
A

N
 P

O
E

 

の B
L

A
C

K
 C

A
T

 

と
泉
鏡
花
「
黒
猫
」
の
比
較
文
学
的
考
察
」
（
『
学
苑
』
昭
和
43
・
1
、
の
ち
『
泉
鏡
花
研
究
』
収
録

　
昭
和
49
・
8
　
冬
樹
社
）

（
13
） 『
幼
年
雑
誌
』
（
明
治
27
・
8
・
15
、
9
・
15
、
10
・
1
、
10
・
15
、
11
・
1
、
11
・
15
、
12
・
1
）

（
14
） 

弦
巻
克
二
「
『
鐘
声
夜
半
録
』
小
考
」
（
『
光
華
女
子
大
学
同
短
大
研
究
紀
要
』
昭
和
49
・
12
）

（
15
） 「
高
野
聖
」
で
は
、
孤
家
か
ら
旅
籠
の
あ
る
場
所
ま
で
は
八
里
余
り
の
距
離
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。



泉
鏡
花
「
高
野
聖
」
論
―
典
拠
と
し
て
の
『
鳥
留
好
語
』
―

49

（
16
） 「
高
野
聖
」
（
第
十
七
）
に
は
〈
白
痴
〉
を
「
海
月
も
日
に
あ
た
ら
ね
ば
解
け
ぬ
と
見
え
る
」
と
海
月
に
喩
え
る
描
写
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
民
話
の
「
く

ら
げ
骨
な
し
」（
猿
の
生
き
肝
を
獲
る
の
に
失
敗
し
て
龍
王
に
体
の
骨
を
抜
か
れ
て
し
ま
う
海
月
の
話
）
が
下
敷
き
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、や
は
り
〈
白

痴
〉
＝
「
骨
な
し
」
を
連
想
さ
せ
る
。

（
17
） 

坂
井
健
氏
「
泉
鏡
花
「
蝙
蝠
物
語
」
と
そ
の
問
題
点
―
新
資
料
「
新
文
壇
」
第
六
号
か
ら
―
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
昭
和
63
・
10
）
、
須
田
氏
前
掲
（
注

2
）
論
文
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

（
18
） 

藤
澤
氏
前
掲
（
注
2
）
論
文
。

（
19
） 

参
考
ま
で
に
明
治
期
刊
行
の
『
新
約
聖
書
』
の
該
当
部
分
を
次
に
引
い
て
お
く
。
香
油
の
匂
い
が
室
内
に
満
ち
る
こ
と
、「
高
野
聖
」（
第
十
五
）
の
「
不

思
議
な
、
結
構
な
薫
の
す
る
暖
い
花
の
中
へ
、
柔
か
に
包
ま
れ
て
」
と
い
う
描
写
に
も
通
じ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
如
何
な
も
の
か
。

 

「
逾す

ぎ
こ
し越

の
祝
の
六
日
前
イ
エ
ス
ベ
タ
ニ
ヤ
に
至
る
此
処
ハ
即
ち
死
て
甦
り
し
ラ
ザ
ロ
の
在を

る
と
こ
ろ所

な
り
　
是
に
於
て
或
人
々
こ
の
処
に
て
イ
エ
ス
に
筵ふ

る
ま
ひ席

を
設
く
マ
ル
タ
給
仕
を
為
り
ラ
ザ
ロ
も
イ
エ
ス
と
偕と

も

に
坐
せ
る
者
の
う
ち
の
一
人
な
り
　
マ
リ
ア
ハ
真ま

こ
と正

の
ナ
ル
ダ
な
る
価
た
か
き
香に

ほ
ひ
あ
ぶ
ら膏
一
斤
を

携も
ち
き
た
り来

て
イ
エ
ス
の
足
に
塗
ま
た
己
が
頭か

し
ら
の
け髪

に
て
其
足
を
拭
へ
り
膏
の
に
ほ
ひ
徧
く
室
内
に
満
り
」
（
『
新
約
聖
書
』
（
明
治
18
　
米
国
聖
書
会
社
）

（
20
） 

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
付
さ
れ
る
「
聖
女
に
し
て
娼
婦
」
と
い
っ
た
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
は
〈
孤
家
の
婦
人
〉
の
両
義
的
な
性
格
に
も
重
な
る
が
、
鏡

花
の
聖
書
的
知
識
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
確
証
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
指
摘
の
み
と
し
更
に
検
討
を
重
ね
た
い
。

（
21
） 「
有
声
画
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
は
不
明
。
「
詩
は
有
声
の
絵
、
絵
は
無
声
の
詩
」
と
の
謂
い
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宗
教
画

の
意
味
合
い
に
近
い
も
の
と
解
釈
し
て
お
く
。

 

こ
れ
に
関
し
て
気
に
な
る
の
は
、
〈
ミ
ツ
グ
ル
ス
〉
〈
ジ
ム
〉
〈
ユ
ー
バ
、
ビ
ル
〉
が
描
き
出
す
「
一
幅
の
有
声
画
」
の
構
図
が
、
明
治
四
十
一
年
二
月

左
久
良
書
房
刊
行
の
『
高
野
聖
』
に
鏑
木
清
方
が
描
い
た
口
絵
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
己
れ
の
肱
に
凭
れ
て
跪
坐
せ
る
ユ
ー
バ
、
ビ

ル
の
賤
し
き
形
」
は
口
絵
の
〈
親
仁
〉
に
類
似
し
て
お
り
、
鏡
花
が
何
ら
か
の
形
で
「
孤
屋
」
の
存
在
を
清
方
に
伝
授
し
た
可
能
性
も
な
し
と
は
し

な
い
。
更
に
調
査
を
進
め
た
い
。

（
22
） 

前
出
注
8
、
魯
庵
自
身
の
述
懐
。
適
堂
生
「
『
鳥
留
好
語
』
を
読
む
」
（
『
読
売
新
聞
』
明
治
26
・
10
・
9
、
16
、
23
）
に
お
け
る
「
黒
猫
」
「
黒
頭
巾
」



50

の
誤
訳
や
見
落
と
し
に
対
す
る
批
判
に
魯
庵
が
応
じ
た
も
の
（
同
・
11
・
6
、
13
に
も
掲
載
）
。

（
23
） 『
ア
メ
リ
カ
文
学
作
家
作
品
事
典
』
（
注
9
前
掲
書
）
中
、
「
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
」
の
項
目
を
参
照
し
た
。

（
24
） 
松
村
昌
家
「
明
治
期
翻
訳
文
学
と
私
」
（
『
デ
ィ
ケ
ン
ズ
集
』
（
明
治
期
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
6
　
平
成
8
・
6
　
大
空
社
）

（
25
） 

作
中
に
「
客
人
の
極
め
て
不
思
議
な
形
体
に
驚
か
さ
れ
た
ら
し
い
様
子
で
外
科
室
に
導
く
硝
子
戸
に
指
さ
し
た
」
「
取
次
人
は
開
扉
の
硝
子
を
蔽
ふ
緑

色
の
帷カ

ー
テ
ン帳

を
張
つ
て
外
科
室
へ
退
き
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


